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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　給水源から供給される洗浄水により便器を洗浄して汚物を排出する水洗便器であって、
　ボウル形状の汚物受け面と、上縁に位置するリム部と、上記汚物受け面の下方に形成さ
れた凹部と、を備え、この凹部が溜水水位より下方に位置する底面と、この底面と上記汚
物受け面の下縁部とを接続する壁面と、を備えたボウル部と、
　上記ボウル部の左右方向の一方側に位置すると共に上記リム部の内周面に沿って旋回す
る旋回流を前方に向けて吐水する第１リム吐水部と、
　上記ボウル部の左右方向の他方側の後方に位置すると共に、上記リム部の内周面に沿っ
て上記第１リム吐水部による旋回流と同一方向に旋回する旋回流を後方に向けて吐水する
第２リム吐水部と、
　上記凹部にその入口が接続され汚物を排出する排水管路と、を有し、
　上記ボウル部は、上記第１リム吐水部から吐水された洗浄水が上記ボウル部の前方側よ
り上記凹部に流入する主流を形成し、且つ、上記第２リム吐水部から吐水された洗浄水が
上記凹部内の溜水を上下方向に攪拌する流れを形成するように構成され、
　上記ボウル部の後方側領域には、上記第２リム吐水部から吐水され上記ボウル部を旋回
する洗浄水の流れを上記凹部の底面ヘ向けた流れとする後方側凹部が形成され、
　上記ボウル部の汚物受け面は、前方側汚物受け面と後方側汚物受け面を備え、上記後方
側凹部は上記後方側汚物受け面に形成され、
　上記後方側凹部は、上記後方側汚物受け面に後方側から上記凹部に向けて延びると共に
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上記凹部の後方側の壁面に沿って左右の両方向に延び、且つ、上記ボウル部の前後方向に
延びる中心軸線に沿って上記凹部に向けて延びると共にその幅方向の中心においてリム部
の上面からの深さが最大となることを特徴とする水洗便器。
【請求項２】
　上記後方側凹部の側面は、上記凹部の壁面とほぼ同一面で連続して形成されている請求
項１に記載の水洗便器。
【請求項３】
　さらに、第２リム吐水部から吐水された洗浄水が旋回する上記リム部の内周面の第１リ
ム吐水部の旋回方向に沿った上記第１リム吐水部の手前の領域に第１誘導部が形成されて
いる請求項１記載の水洗便器。
【請求項４】
　上記第１誘導部の上記リム部の内周面のオーバーハングしている部分の高さが、旋回方
向下流側にいくに従い徐々に低くなるように形成されている請求項３に記載の水洗便器。
【請求項５】
　上記凹部の底面は、その側方領域が、平面視で上記凹部の前後方向中心より後方まで延
びて形成されている請求項１乃至４の何れか１項に記載の水洗便器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、水洗便器に係わり、特に、ボウル部内の浮遊系汚物を効率よく排出して、汚
物排出性能を向上させた水洗便器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、例えば、特許文献１に記載されているように、リムの吐水口から吐水された
洗浄水が棚部に沿って流れ、旋回しながらボウル部の汚物受け面を洗浄してボウル部の底
部に流入し、ゼットの吐水口から吐水された洗浄水が、ボウル部の底部に流下し、ボウル
部内の溜水を上下に攪拌する水洗便器が知られている。
【０００３】
　一方、例えば、特許文献２に記載されているように、リムの第１吐水口及び第２吐水口
の２つのリム吐水口のみから洗浄水が吐水され、ボウル部の汚物受け面上に旋回流となっ
て供給される水洗便器についても知られている。この水洗便器では、リムの第１吐水口か
ら流出され旋回する洗浄水が、ボウル部の後方領域に設けられた案内面により溜水部に向
かう束状の流れとなり、排水路内に流入して、サイホン作用を発生させて汚物等を排出し
ている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特許第３９７５４８６号公報
【特許文献２】特開２０１４-３７７２３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上述した特許文献１の水洗便器においては、溜水を上下に攪拌するゼッ
トの吐水口を備えているために、浮遊系汚物を排出するには優れているものの、汚物受け
面を洗浄するリムの吐水口から吐水される水が少ないため、汚物受け面を洗浄するのに十
分な洗浄を行うことができないという問題がある。
【０００６】
　また、上述した特許文献２の水洗便器においては、リムの第１吐水口及び第２吐水口の
２つのリム吐水口から吐水される洗浄水により、汚物受け面の十分な洗浄を行うことがで
きるものの、案内面により形成された束状の流れは溜水部に流入した後、縦壁に衝突して
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方向が変更され、そのまま排水路内に流入するため、浮遊系汚物をうまく排出することが
できずに残存してしまうという問題がある。
【０００７】
　したがって、リムの吐水口のみから吐水される水洗便器において、いかに溜水を上下に
攪拌させるかについても解決するべき課題となっている。さらに、溜水の上下の攪拌をい
かに早く発生させるかについても解決するべき重要な課題となっている。
【０００８】
　そこで、本発明は、従来技術の課題を解決するためになされたものであり、ボウル部内
の浮遊系汚物を溜水内で上下方向に攪拌して排水管路内へ効率よく排出することができ、
汚物排出性能を向上させることができる水洗便器を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上述した目的を達成するために、本発明は、給水源から供給される洗浄水により便器を
洗浄して汚物を排出する水洗便器であって、　ボウル形状の汚物受け面と、上縁に位置す
るリム部と、汚物受け面の下方に形成された凹部と、を備え、この凹部が溜水水位より下
方に位置する底面と、この底面と上記汚物受け面の下縁部とを接続する壁面と、を備えた
ボウル部と、ボウル部の左右方向の一方側に位置すると共にリム部の内周面に沿って旋回
する旋回流を前方に向けて吐水する第１リム吐水部と、ボウル部の左右方向の他方側の後
方に位置すると共に、リム部の内周面に沿って第１リム吐水部による旋回流と同一方向に
旋回する旋回流を後方に向けて吐水する第２リム吐水部と、凹部にその入口が接続され汚
物を排出する排水管路と、を有し、ボウル部は、第１リム吐水部から吐水された洗浄水が
ボウル部の前方側より凹部に流入する主流を形成し、且つ、第２リム吐水部から吐水され
た洗浄水が凹部内の溜水を上下方向に攪拌する流れを形成するように構成され、ボウル部
の後方側領域には、第２リム吐水部から吐水されボウル部を旋回する洗浄水の流れを凹部
の底面ヘ向けた流れとする後方側凹部が形成され、ボウル部の汚物受け面は、前方側汚物
受け面と後方側汚物受け面を備え、上記後方側凹部は上記後方側汚物受け面に形成され、
後方側凹部は、後方側汚物受け面に後方側から凹部に向けて延びると共に凹部の後方側の
壁面に沿って左右の両方向に延び、且つ、ボウル部の前後方向に延びる中心軸線に沿って
凹部に向けて延びると共にその幅方向の中心においてリム部の上面からの深さが最大とな
る。
　このように構成された本発明においては、ボウル部が、第１リム吐水部から吐水された
洗浄水がボウル部の前方側より凹部に流入する主流を形成し、且つ、第２リム吐水部から
吐水された洗浄水が凹部内の溜水を上下方向に攪拌する流れを形成するように構成され、
さらに、ボウル部の後方側領域には、第２リム吐水部から吐水されボウル部を旋回する洗
浄水の流れを凹部の底面ヘ向けた流れとする後方側凹部が形成されているので、第２リム
吐水口から吐水された洗浄水は、この後方側凹部により早期に凹部底面へと導かれ、この
凹部底面から上方へと流れ、その後下方へ流れる。その結果、本発明によれば、早期に溜
水を上下方向に攪拌する流れを形成することができ、浮遊系汚物を溜水内に沈めて排水管
路内へと効率よく排出することができ、汚物排出性能を向上させることができる。また、
第１リム吐水部及び第２リム吐水部のそれぞれから吐水された洗浄水によりボウル部の汚
物受け面を十分に洗浄することができる。したがって、本発明によれば、ボウル面の洗浄
性と汚物排出性能向上を両立することができる。また、本発明によれば、後方側凹部が後
方側汚物受け面に形成されているので、後方側凹部により、第２リム吐水部から吐水され
た後方側汚物受け面を旋回する旋回流を早期に凹部の底面へと導くことができる。さらに
、本発明によれば、後方側凹部が後方側汚物受け面に後方側から凹部に向けて延びると共
に凹部の後方側の壁面に沿って左右の両方向に延びので、後方側汚物受け面に不洗部の領
域を形成することなく、この後方側凹部により、第２リム吐水部から吐水された後方側汚
物受け面を旋回する旋回流を早期に凹部の底面へと導くことができる。さらに、本発明に
よれば、後方側凹部がボウル部の前後方向に延びる中心軸線に沿って凹部に向けて延びる
と共にその幅方向の中心においてリム部の上面からの深さが最大となるので、後方側凹部
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により、第２リム吐水部から吐水された後方側汚物受け面を旋回する旋回流を早期に下方
への流れに変換し、スムーズに凹部の底面に導くことができる。
【００１２】
　本発明において、好ましくは、後方側凹部の側面は、凹部の壁面とほぼ同一面で連続し
て形成されている。
　このように構成された本発明においては、後方側凹部の側面が、凹部の壁面とほぼ同一
面で連続して形成されているので、この後方側凹部により、第２リム吐水部から吐水され
た後方側汚物受け面を旋回する旋回流を早期に下方への流れに変換し、スムーズに溜水内
凹部の底面へと導くことができる。
【００１４】
　本発明において、好ましくは、さらに、第２リム吐水部から吐水された洗浄水が旋回す
るリム部の内周面の第１リム吐水部の旋回方向に沿った第１リム吐水部の手前の領域に第
１誘導部が形成されている。
　このように構成された本発明においては、第２リム吐水部から吐水された洗浄水が旋回
するリム部の内周面の第１リム吐水部の旋回方向に沿った第１リム吐水部の手前の領域に
第１誘導部が形成されているので、この第１誘導部より、第２リム吐水部から吐水されリ
ム部内周面を旋回する旋回流を早期に凹部の底面へと導くことができる。
【００１５】
　本発明において、好ましくは、第１誘導部のリム部の内周面のオーバーハングしている
部分の高さが、旋回方向下流側にいくに従い徐々に低くなるように形成されている。
　このように構成された本発明においては、第１誘導部のリム部の内周面のオーバーハン
グしている部分の高さが、旋回方向下流側にいくに従い徐々に低くなるように形成されて
いるので、この第１誘導部により第２リム吐水部から吐水されたリム部内周面を旋回する
旋回流の大半を早期に凹部の底面へと確実に導くことができる。
【００１６】
　本発明において、好ましくは、凹部の底面は、その側方領域が平面視で凹部の前後方向
中心よりも後方まで延びて形成されている。
　このように構成された本発明においては、凹部の底面が、その側方領域が平面視で凹部
の前後方向中心よりも後方まで延びて形成されているので、誘導部により導かれた洗浄水
を確実に凹部の底面に受け、上下方向の攪拌流を形成することができる。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明の水洗便器によれば、ボウル部内の浮遊系汚物を溜水内で上下方向に攪拌して排
水管路内へ効率よく排出することができ、汚物排出性能を向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の実施形態による水洗便器を示す平面図である。
【図２】図１のＡ－Ａ線に沿って見た断面図である。
【図３】図１のＢ－Ｂ線に沿って見た断面図である。
【図４】図１のＣ－Ｃ線に沿って見た断面図である。
【図５】図１のＤ－Ｄ線に沿って見た断面図である。
【図６】図１のＥ－Ｅ線に沿って見た断面図である。
【図７】図１のＦ－Ｆ線に沿って見た断面図である。
【図８】図１のａ－ａ線、ｂ－ｂ線、ｃ－ｃ線、ｄ－ｄ線、ｅ－ｅ線、ｆ－ｆ線、ｇ－ｇ
線に沿って見た各断面図である。
【図９】図１と同様な概略平面図である。
【図１０】本発明の実施形態による水洗便器のボウル部の後方側凹部における曲率半径を
示す線図である。
【図１１】本発明の実施形態による水洗便器の後方側凹部のリム部上面からの距離を示す
線図である。
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【図１２】本発明の実施形態による水洗便器の第１吐水口付近のリム部を示す部分正面図
である。
【図１３】図１２のＩ―Ｉ線、ａ－ａ線、ｂ－ｂ線に沿って見た各断面図である。
【図１４】本発明の実施形態による水洗便器の第２吐水口付近のリム部を示す部分正面図
である。
【図１５】図１４のＪ－Ｊ線、Ｋ－Ｋ線、Ｌ－Ｌ線、Ｍ－Ｍ線に沿って見た各断面図であ
る。
【図１６】本発明の実施形態による水洗便器の洗浄水の流れの様子を示す概略平面図であ
る。
【図１７】本発明の実施形態による水洗便器の洗浄水の流れの様子を示す概略断面図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　つぎに、図１～図１５を参照して、本発明の実施形態による水洗便器について説明する
。
　先ず、図１～図７により、本発明の実施形態による水洗便器の基本構造を説明する。図
１は本発明の実施形態による水洗便器を示す平面図であり、図２は図１のＡ－Ａ線に沿っ
て見た断面図であり、図３は図１のＢ－Ｂ線に沿って見た断面図であり、図４は図１のＣ
－Ｃ線に沿って見た断面図であり、図５は図１のＤ－Ｄ線に沿って見た断面図であり、図
６は図１のＥ－Ｅ線に沿って見た断面図であり、図７は図１のＦ－Ｆ線に沿って見た断面
図である。
【００２０】
　図１及び図２に示すように、水洗便器１は、ボウル部内の水の落差による流水作用で汚
物を押し流す洗い落し式便器であり、便器本体２を備え、この便器本体２には、洗浄水源
であるジェットポンプ機構を備えた貯水タンク（図示せず）を介して、洗浄水が導入され
るようになっている。便器本体２は、表面に釉薬層が形成された陶器製であり、下部にス
カート部６が形成され、上半分のうち前方にボウル部８が形成されている。また、ボウル
部８の後方上部には、ジェットポンプ機構を備えた貯水タンクの排水口に接続される共通
通水路１０が形成され、さらに、ボウル部８の後方下部に汚物を排出するための排水管路
１２が形成されている。
【００２１】
　本発明は、ジェットポンプ機構を使用した水洗便器に限らず、通常の貯水タンク４によ
り洗浄水を供給する水洗便器や、直接洗浄水が供給される直圧式水洗便器等にも適用する
ことができる。
【００２２】
　ボウル部８は、ボウル形状の汚物受け面１６と、上縁に位置するリム部１８と、汚物受
け面１６の下方に形成された凹部２０とを備えている。ここで、リム部１８の内周面１８
ａは、図２～図７に示すように、内側に向かってオーバーハングした形状となっており、
後述する旋回する洗浄水が外部へ飛び出ないようになっている。
【００２３】
　ボウル部８のリム部１８の内周面の前方から見て左側の中央部の少し後方側に、洗浄水
を吐水する第１リム吐水口２２が形成され、前方から見て右側後方側（下流側）に、第２
リム吐水口２４が形成されている。これらの第１リム吐水口２２及び第２リム吐水口２４
は、同一方向（図１では反時計回りの方向）に旋回する旋回流を形成するようになってい
る。
【００２４】
　また、上述した水洗便器１の後方上部に形成された共通通水路１０は、第１リム吐水口
２２に洗浄水を供給する第１通水路２６及び第２リム吐水口２４に洗浄水を供給する第２
通水路２８に分岐している。
　なお、本実施形態の水洗便器１においては、第１リム吐水口２２を含む第１通水路２６
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と、第２リム吐水口２４を含む第２通水路２８は、陶器製の便器本体２と一体に形成され
ているが、本発明は、このような形態に限られず、第１リム吐水口を含む第１通水路と、
第２リム吐水口を含む第２通水路が便器本体とは別体のディストリビユータ等により形成
されたものであってもよい。
【００２５】
　ここで、図２～図７に示すように、本実施形態による水洗便器１のボウル部８の汚物受
け面１６は、前方側汚物受け面１６ａと、後方側汚物受け面１６ｂを備えている。
【００２６】
　さらに、図２に示すように、ボウル部８のリム部１８の内周面１８ａの下方領域には、
洗浄水を導く棚形状の導水路３０が形成されている。なお、この導水路３０は、汚物受け
面１６の外周端領域でもある。導水路３０は、第１リム吐水口２２から吐水された洗浄水
がリム部１８の内周面１８ａに沿って旋回するためのものであり、第１リム吐水口２２か
らボウル部８の前方端に向かって下方に徐々に傾斜し、この前方端から後方側に向かって
上方へ徐々に傾斜している（図２参照）。第１リム吐水口２２から吐水された洗浄水は、
前方側汚物受け面１６ａが凹形状に形成され、且つ、この導水路３０に沿って旋回するの
で、後述するように、ボウル部８の前方側より排水管路１２の導水管路３２の入口３２ａ
に向けて流れる主流Ｍ１１（図１６及び図１７参照）が形成されるようになっている。
【００２７】
　つぎに、図２に示すように、排水管路１２は、凹部２０の底面３６と接続し且つ後方下
方へ延びる導入管路３２と、この導入管路３２と接続し上方へ延びる排水トラップ管路３
４とを備えている。また、排水トラップ管路３４は、上昇管路３４ａと下降管路３４ｂと
から形成されている。
　この導水管路３２は、凹部２０の底面３６と滑らかな連続湾曲面として繋がっており、
凹部２０から導入管路３２に流入した洗浄水が導入管路３２内をスムーズに流れるように
なっている。
【００２８】
　つぎに、図１及び図２に示すように、ボウル部８の凹部２０は、上述したように、溜水
水位Ｗより下方に位置する底面３６と、この底面３６と汚物受け面１６の下縁部とを接続
する壁面３８とを備えている。また、この底面３６は、導入管路３２の入口３２ａよりも
前方の領域に形成され、また、底面３６の側方領域が凹部２０の前後方向中心より後方ま
で延びて形成されている。この底面３６の後方まで延びて形成された側方領域は、後述す
る誘導部（後方側凹部４０、第１誘導路４２）により形成される洗浄水の流れが凹部２０
へと流入する側（前方から見て右側方領域）の一方側のみに形成するようにしてもよい。
さらに、凹部２０の底部３６は、ほぼ水平に形成されている。この底面３６は、後方に向
けて下方に傾斜させてもよい。凹部２０の後方は、底部３６は形成されず壁面３８が形成
され、この壁面３８が導入管路３２の入口３２ａと連続するように形成されている。
【００２９】
　次に、図１、図７、図８乃至図１１により、ボウル部８の汚物受け面１６の後方側汚物
受け面１６ｂの形状について説明する。図８は図１のａ－ａ線、ｂ－ｂ線、ｃ－ｃ線、ｄ
－ｄ線、ｅ－ｅ線、ｆ－ｆ線、ｇ－ｇ線に沿って見た各断面図であり、図９は図１と同様
な概略平面図であり、図１０は本発明の実施形態による水洗便器のボウル部の後方側凹部
における曲率半径を示す線図であり、図１１は本発明の実施形態による水洗便器の後方側
凹部のリム部上面からの距離を示す線図である。
【００３０】
　先ず、図１及び図９に示すように、汚物受け面１６の後方側汚物受け面１６ｂの凹部２
０の後方側の領域には、本発明の誘導部の第１例である後方側凹部４０が形成されている
。この後方側凹部４０は、便器本体２の前後方向に延びる中心軸線ＣＬに沿って、後方側
から凹部２０に向けて前方に延びるように形成されている。また、後方側凹部４０の側面
４０ａ，４０ｂは、凹部２０の壁面３８ともほぼ同一面で連続して形成されている。なお
、この後方側凹部４０は、左右方向対称に形成する必要はなく、非対称に形成してもよい
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。
【００３１】
　　具体的に説明すると、この後方側凹部４０は、図９に示すＡ～Ｍに示す各位置におい
て、図１０に示す曲率半径Ｒにより形成され、さらに、図１１に示すリム部１２の上面か
らの距離（深さ）Ｈとなるように形成されている。
【００３２】
　図９から図１１に示すように、後方側汚物受け面１６ｂの後方側凹部４０は、便器本体
２の前後方向に延びる中心線ＣＬの位置であるＧ位置でその曲率半径Ｒが最大となり（Ｒ
＝１００ｍｍ）となり、また、後方側汚物受け面１６ｂの前方領域であるＡ位置及びＭ位
置でその曲率半径Ｒが最小となる（Ｒ＝３０ｍｍ）。このため、後方側凹部４０のリム部
１８の上面からの距離（深さ）Ｈは、Ｇ位置で最大となり（Ｈ＝１２０ｍｍ）、Ａ位置及
びＭ位置で最小となる（Ｈ＝８０ｍｍ）。
【００３３】
　このため、後方側凹部４０は、図８に示すように、中心であるＧ位置において、最大の
曲率半径（Ｒ＝１００ｍｍ）となるので、その位置において、リム部１８の上面からの距
離（深さ）Ｈが最大となり、中心であるＧ位置において、もっとも凹み量が大きくなって
いる。
【００３４】
　なお、従来の水洗便器においては、後方側汚物受け面１６ｂには、このような後方側凹
部４０は形成されておらず、それゆえ、図１０及び図１１に示すように、Ａ位置～Ｍ位置
において、後方側汚物受け面１６ｂの曲率半径は、ほぼ同じであり、さらに、リム部の上
面からの距離（深さ）もほぼ同じであった。
【００３５】
　次に、図１２及び図１３により、第１リム吐水口２２の旋回方向に沿って手前の領域の
リム部１８の内周面１８ａの形状について説明する。図１２は本発明の実施形態による水
洗便器の第１吐水口付近のリム部を示す部分正面図であり、図１３は図１２のＩ―Ｉ線、
ａ－ａ線、ｂ－ｂ線に沿って見た各断面図である。
【００３６】
　第１リム吐水口２２の手前の領域のリム部１８の内周面１８ａには、本発明の誘導部の
第２例である第１誘導路４２が形成されている。この第１誘導路４２は、図１２に示すよ
うに、旋回方向Ｆに沿って、内周面１８ａのオーバーハング形状の部分の高さｈが、第１
リム吐水口２２に近づくほど低くなるように形成された領域である。この第１誘導部４２
では、下面は、導水路３０を形成しほぼ同一高さであり、上面であるオーバーハング形状
の部分が徐々に低くなるように形成されている。
【００３７】
　次に、図１４及び図１５により、第２リム吐水口２４の手前の領域のリム部１８の内周
面１８ａの形状について説明する。図１４は本発明の実施形態による水洗便器の第２リム
吐水口付近のリム部を示す部分正面図であり、図１５は図１４のＪ－Ｊ線、Ｋ－Ｋ線、Ｌ
－Ｌ線、Ｍ－Ｍ線に沿って見た各断面図である。
【００３８】
　第２リム吐水口２４の手前の領域のリム部１８の内周面１８ａには、上述した第１誘導
路４２とほぼ同様な構造の第２誘導路４４が形成されている。この第２誘導路４４は、図
１４に示すように、旋回方向Ｆに沿って、内周面１８ａのオーバーハング形状の部分の高
さｈが、第２リム吐水口２４に近づくほど低くなるように形成された領域である。この第
２誘導部４４では、下面は、導水路３０を形成しほぼ同いつ同一高さであり、上面である
オーバーハング形状の部分が徐々に低くなるように形成されている。
【００３９】
　次に、図１６及び図１７を主に参照して、本実施形態による水洗便器１における洗浄動
作を説明する。図１６は本発明の実施形態による水洗便器の洗浄水の流れの様子を示す概
略平面図であり、図１７は、本発明の実施形態による水洗便器の洗浄水の流れの様子を示
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す概略断面図である。
【００４０】
　先ず、使用者が操作スイッチ（図示せず）をＯＮ操作すると、ジェットポンプ機構を備
えた貯水タンクの排水口（図示せず）が開き、洗浄水が、便器本体２の共通通水路１０内
に流入し、この共通通水路１０から分岐した第１通水路２６及び第２通水路２８を経て、
第１リム吐水口２２及び第２リム吐水口２４のそれぞれから吐水される。
【００４１】
　第１リム吐水口２２から吐水された洗浄水は、ボウル部８のリム部１８の内周面１８ａ
に形成された導水路３０に沿って、まず、前方に向けて流れ、ボウル部８の前方端を通過
した後は、後方に向けて流れる。このとき、洗浄水の一部は、旋回しながらボウル部８を
落下し、汚物受け面１６を洗浄する。また、第２リム吐水口２４からも洗浄水が吐水され
、その一部が旋回しながらボウル部８を落下し、汚物受け面１６を洗浄する。
【００４２】
　また、本実施形態においては、洗浄水がリム部１８の内周面１８ａに沿って旋回するた
めの導水路３０が形成され、この導水路３０が第１リム吐水口２２からボウル部８の前方
端に向かって下方へ徐々に傾斜し、前方端から後方側に向かって上方へ徐々に傾斜するよ
うに形成されているので、第１リム吐水口２２から吐水され導水路３０に沿って流れる洗
浄水Ｍ１の相当量は、ボウル部８の前方側より排水管路１２の導入管路３２の入口３２ａ
に向けて流れる大流量の主流Ｍ１１を形成する。さらに、第１リム吐水口２２から吐水さ
れた洗浄水Ｍ１の一部は、引き続き、導水路３０を流れ、第２リム吐水口２４まで到達す
る流れＭ１２となる。この洗浄水の流れＭ１２は、第２リム吐水口２４の手前の導水路３
０において、第２誘導路４４により、流れが下方に向けられ、凹部２０に向けて流下する
。
【００４３】
　次に、第２リム吐水口２４から吐水された洗浄水の主流Ｍ２は、汚物受け面１６の後方
側汚物受け面１６ｂの導水路３０を流れる。このとき、主流Ｍ２の一部は、後方側凹部４
０を通過するとき、後方側凹部４０により流れの方向が下方に向けられ、凹部２０に向け
て流下する流れＭ２１となる。さらに、主流Ｍ２の一部は、導水路３０を流れ、第１リム
吐水口２２に到達する主流Ｍ２２となる。この主流Ｍ２２は、第１リム吐水口２２の手前
の導水路３０において、第１誘導路４２により、流れが下方に向けられ、凹部２０に向け
て流下し凹部２０に横方向から流入する。
【００４４】
　この結果、本実施形態による水洗便器１においては、第２リム吐水口２４から吐水され
た洗浄水Ｍ２（Ｍ２１，Ｍ２２）は、後方側汚物受け面１６に形成された後方側凹部４０
及び第１リム吐水口２２の手前の領域のリム部１８の内周面に形成された第１誘導路４２
を通過することにより、早期に、凹部２０の背部、及び、左側の側方から、凹部２０内に
流入する。これらの凹部２０内に流入した洗浄水Ｍ２（Ｍ２１，Ｍ２２）の内、後方側凹
部４０により下方に向けられた流れＭ２１は、凹部２０の後側から溜水内に潜り込み、底
面３６の側方領域から前方領域に沿って流れ、凹部２０の壁面と衝突した後、その壁面に
沿って上昇し、凹部２０内を上下方向に旋回する旋回流となる。それに加えて、第１誘導
路４２により下方に向けられた流れＭ２２は、凹部２０の側方から溜水内に潜り込み、凹
部の底面に沿って流れ、凹部２０の壁面と衝突した後、その壁面に沿って上昇し、凹部２
０内を上下方向に旋回する旋回流となる。このように後方側凹部４０により下方に向けら
れた流れＭ２１により形成される上下方向に旋回する旋回流と第１誘導路４２により下方
に向けられた流れＭ２２により形成される上下方向に旋回する旋回流が相俟って、本実施
形態による水洗便器１によれば、早期に、溜水を上下方向に攪拌する流れを形成すること
ができ、浮遊系汚物を溜水内に沈めて排水管路１２内へと効率よく排出することができ、
汚物排出性能を向上させることができる。また、第１リム吐水口２２及び第２リム吐水口
２４のそれぞれから吐水された洗浄水により、ボウル部８の汚物受け面１６を十分に洗浄
することができる。このように、本実施形態による水洗便器１によれば、ボウル部１２の
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洗浄性と汚物排出性能向上を両立することができる。
【００４５】
　また、本実施形態による水洗便器１によれば、ボウル部１２の汚物受け面１６は、前方
側汚物受け面１６ａと後方側汚物受け面１６ｂを備え、後方側凹部４０が後方側汚物受け
面１６ｂに形成されているので、この後方側凹部４０により、第２リム吐水口２４から吐
水された後方側汚物受け面１６ｂを旋回する旋回流の流れＭ２を早期に凹部２０の底面へ
と導くことができる。
【００４６】
　また、後方側凹部４０が、後方側汚物受け面１６ｂに後方側から凹部２０に向けて延び
るように形成されているので、後方側汚物受け面１６ｂに不洗部の領域を形成することな
く、この後方側凹部４０により、第２リム吐水口２４から吐水された後方側汚物受け面１
６ｂを旋回する旋回流の流れＭ２を早期に凹部２０の底面３６へと導くことができる。
【００４７】
　また、後方側凹部４０の側面は、凹部２０の壁面３８とほぼ同一面で連続して形成され
ているので、後方側凹部４０により、第２リム吐水口２４から吐水された後方側汚物受け
面１６ｂを旋回する旋回流の流れＭ２を早期に下方への流れに変換し、スムーズに溜水内
凹部２０の底面へと導くことができる。
【００４８】
　また、後方側凹部４０は、ボウル部８の前後方向に延びる中心軸線ＣＬに沿って凹部２
０に向けて延びるように形成されているので、この後方側凹部４０により、第２リム吐水
口２４から吐水された後方側汚物受け面１６ｂを旋回する旋回流の流れＭ２を早期に下方
への流れに変換し、スムーズに凹部２０の底面３６へと導くことができる。
【００４９】
　また、第１誘導路４２が、第２リム吐水口から吐水された洗浄水が旋回するリム部１８
の内周面１８ａの第１リム吐水口２２の手前の領域に形成されているので、この第１誘導
路４２により、第２リム吐水口２４から吐水されリム部内周面を旋回する旋回流の流れＭ
２を早期に凹部２０の底面３６へと導くことができる。
【００５０】
　また、第１誘導路４２は、リム部１８の内周面１８ａのオーバーハングしている部分の
高さが、旋回方向下流側にいくに従い徐々に低くなるように形成されているので、後方側
汚物受け面１６ｂに不洗部を形成することなく、この第１誘導路４２により第２リム吐水
口２４から吐水されたリム部内周面を旋回する旋回流の流れＭ２の大半を早期に凹部２０
の底面３６へと確実に導くことができる。
【００５１】
　また、凹部２０の底面３６は、その側方領域が、平面視で凹部２０の前後方向中心より
後方まで延びて形成されているので、後方側凹部４０により導かれた洗浄水を確実に凹部
２０の底面３６に受け、上下方向の攪拌流を形成することができる。
【００５２】
　なお、上述した本実施形態による水洗便器は、本発明を洗い落し式の水洗便器に適用し
た例であるが、この例に限らず、サイホン作用を利用してボウル部内の汚物を吸い込んで
排水トラップ管路から一気に外部に排出する、いわゆる、サイホン式の水洗便器にも適用
できる。さらに、本発明は、病院等で、汚物（便、嘔吐物等）を排出するために用いられ
ている汚物流しにも適用できる。
【符号の説明】
【００５３】
　　１　　水洗便器
　　２　　便器本体
　　８　　便器本体のボウル部
　１２　　排水管路
　１６　　汚物受け面
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　１６ａ　後方側汚物受け面
　１６ｂ　前方側汚物受け面
　１８　　リム部
　１８ａ　内周面
　２０　　凹部
　２２　　第１リム吐水口（第１リム吐水部）
　２４　　第２リム里吐水口（第２リム吐水部）
　３０　　導水路
　３２　　導入管路
　３２ａ　入口
　３４　　排水トラップ管路
　３６　　底面
　３８　　壁面
　４０　　後方側凹部（誘導部）
　４０ａ，４０ｂ　側面
　４２　　第１誘導路（誘導部）
　４４　　第２誘導路
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